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あとがき

第４号（2025年8月）「建築と自然・聖」から、１年以内で刊行したかったのですが、

やや過ぎてしまったことをお詫び申し上げます。それでも、なんとか2026年度内に

はみなさまにお届けできました。また、それらの中でテクトニックというテーマに対

して幅広い問題意識が提示されたことを嬉しく思います。執筆者のみなさまと各論考

に目を通していただいた読者の方々に深く感謝を申し上げます。

最後に、ピエル・ルイジ・ネルヴィがテクトニックに関して外観と建築本体の関係

性について語った言葉を紹介して、今後の建築論研究の中でテクトニック研究が進展

することを期待したいと思います。

建築にとって、とくに建築設計においてと言うべきか、外観と内部の完

璧な一致、そして、誠実で実直な意図というものは良いものを創出する上

で不可欠な前提なのである。

『建てることは科学か、それとも芸術か』
(Scienza o arte del costruire? ), 第1章 , 1945年

（文責　木村智）


